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事務局だより

活動予定
■ Dr. Jens Timmermann 講演会
開催日：2011年11月10日（木）
会　場：三田キャンパス東館6階G-SECLab
企　画：論理・情報班　村井忠康

■ 一般公開シンポジウム 
『こころ』を知る、『こころ』を活かす（仮題）
第5回 京都大学－慶應義塾大学

グローバルCOE 共催シンポジウム
開催日：2012年1月7日（土）
会　場：三田キャンパス
企　画：子安増生　渡辺 茂

■ 医療人類学の最前線 VI
開催日：2012年1月28日（土）
会　場：三田キャンパス東館6階G-SECLab
企　画：哲学・文化人類学班　北中淳子
講演者・参加者：

Jonathan Metzl（ミシガン大学）、黒木俊秀（九州大学）、
田中康雄（北海道大学）、堀口佐知子（テンプル大学）、
宮坂敬造、北中淳子、照山絢子（慶應義塾大学・哲学文
化人類学班）

ご　報　告
9月12日（月）、13日（火）、14日（水）、慶應義塾

大学三田キャンパスにて国際シンポジウム“Toward 
an Integration of Logic and Sensibility ̶ from 
Neuroscience to Philosophy̶”を開催いたしました。
2007年に文部科学省グローバルCOE プログラムに

採択された「論理と感性の先端的教育研究拠点」は今年度
をもって終了となります。このたびの国際シンポジウム
は過去5年間の集大成として各分野の研究者たちが集ま

り、各プロジェクトの研究成果、国内外の連携拠点との
共同研究の成果、また教育実績の発表の場として、大成
功に終わりました。関係者一同、心より感謝申し上げま
す。「論理と感性」は知覚から美学、道徳、経済、政治な
ど広い範囲での人間の判断や意思決定に重要な役割を果
たしています。本シンポジウムでは私たちの判断におけ
る論理と感性の役割をその生物学的起源から哲学的意味
に至るまで、さまざまな論議が繰り広げられました。

編集後記　慶應義塾大学人文グローバル COE プログラム
NEWSLETTER17号をお届けします。今回は、当拠点の一大イベ
ントである“Toward an Integration of Logic and Sensibility 
̶from Neuroscience to Philosophy̶”を大きくとりあげて
ご紹介いたします。タイトルの通り、学際的で国際的な当拠点を象
徴するようなシンポジウムであり、最終年度にもふさわしいもので
あったように思います。大変お忙しい中、シンポジウム、講演会の
報告を書いてくださった皆様方、そして編集をお手伝いしてくだ
さった全ての方々に感謝申し上げます。 （秋吉亮太）

2011年度特任教員・研究員一覧
●特任教員 （順不同）

名　前 職　位（拠点内の所属班）

伊澤　栄一 特任准教授（脳と進化班）

四本　裕子 特任准教授（脳と進化班）

山﨑　由美子 特任准教授（脳と進化班）

尾島　司郎 特任准教授（言語と認知班）

皆川　泰代 特任准教授（遺伝と発達班）

秋吉　亮太 特任助教（哲学 ･文化人類学班）

染谷　芳明 特任助教（脳と進化班）

田谷　文彦 特任助教（脳と進化班）

増田　早哉子 特任助教（脳と進化班）

●常勤研究員

名　前 職　位（拠点内の所属班）

Mohácsi, Gergely 研究員（哲学・文化人類学班）

●非常勤研究員 

名　前 職　位（拠点内の所属班）

太田　真理子 研究員（遺伝と発達班）

串田　裕彦 研究員（論理・情報班）

桒原　明栄子 研究員（脳と進化班）

近藤　紀子 研究員（脳と進化班）

柴田　みどり 研究員（脳と進化班）

鈴木　康則 研究員（哲学・文化人類学班）

寺澤　悠理 研究員（脳と進化班）

照山　絢子 研究員（哲学・文化人類学班）

日根　恭子 研究員（言語と認知班）

三宅　博子 研究員（哲学・文化人類学班）

村井　忠康 研究員（論理・情報班）

桃生　朋子 研究員（言語と認知班）

※1矢口　朱美 研究員（論理・情報班）

山根　千明 研究員（哲学・文化人類学班）

※2島菌　洋介 研究員（哲学・文化人類学班）

※1平成23年6月1日～平成23年9月30日まで在籍 
※2平成23年6月1日～平成23年8月31日まで在籍


